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主
な
条
例

○
議
会
議
員
及
び
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
昨
今
の
物
価
の
変
動
等
に
鑑
み
、
選
挙
公

営
に
係
る
限
度
額
の
見
直
し
を
行
い
、
選
挙

運
動
用
ビ
ラ
作
成
及
び
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
係

る
費
用
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
部
分
休
業
制
度
に
お
い
て
１
日
の
勤
務

時
間
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な

い
こ
と
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
の
必

要
が
あ
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
仕
事
と
生
活
の
両
立

支
援
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　
９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
２
日
か
ら
19
日
ま
で

の
18
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　
報
告
３
件
、
人
事
案
３
件
、
条
例
案
３
件
、
予

算
案
５
件
、
決
算
認
定
７
件
の
合
計
21
件
を
審
議
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
不
認
定
と
し
た
。
議
員
派
遣
１
件
を
含
む

残
り
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
同
意
・

可
決
・
認
定
し
た
。

　
２
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
３
議
員
が

登
壇
し
村
政
を
質
し
た
。

９月定例会議 

　
９
月
16
日
・
17
日
に
開
催
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
の
審
査
の
結
果
を
、
９
月
19
日
の
本
会
議
で

委
員
長
が
報
告
し
た
。
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決

算
を
不
認
定
と
す
べ
き
も
の
と
し
た
委
員
長
報
告

は
下
記
に
掲
載
の
と
お
り
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

　

令
和
６
年
度
の
決
算
書
類
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、

一
般
会
計
は
予
算
科
目
を
大
き
く
逸
脱
し
た
流
用
な

ど
は
な
く
、
計
画
さ
れ
た
事
業
の
遅
れ
や
未
着
手
そ

の
他
業
務
の
遂
行
に
特
に
支
障
が
無
か
っ
た
も
の
と

見
受
け
ら
れ
、
帳
簿
上
で
は
概
ね
適
正
に
予
算
執
行

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
じ
め
に
元
職
員
の
公
有
物
窃
取

事
件
が
発
覚
し
て
、
そ
の
被
害
総
額
も
ま
だ
確
定
さ

れ
ず
、現
在
も
警
察
に
よ
る
調
査
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
末
時
点
で
元
職
員
に
よ
り
不
正
に
契
約
さ
れ

た
リ
ー
ス
の
債
務
や
、
帳
票
改
ざ
ん
に
よ
る
窃
取
で
、

決
算
全
体
は
表
面
上
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
村
の
財
政

に
多
額
の
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

　

３
年
間
に
渡
っ
て
約
１
９
８
０
万
円
と
い
う
被
害

想
定
金
額
は
多
額
で
あ
り
、
村
の
予
算
規
模
か
ら
考

え
て
も
、
大
き
い
額
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

不
正
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
他
の
分
野

に
も
、
見
え
な
い
し
わ
寄
せ
に
な
っ
て
い
る
の
は
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
到
底
、
村

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
今
後
の
村
政
運
営
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
再
発
防
止
に
努
め
る
と

と
も
に
、
慎
重
か
つ
計
画
的
に
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
た
だ
き
、
村
政
の
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
は

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
は
不
認
定
！

不
認
定
！
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人
事

９月定例会議 

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
菅
　
野
　
由
美
子 
氏 

（
滝
ノ
沢
）【
再
任
】

　
谷
　
藤
　
博
　
克 

氏 

（
岩
井
川
）【
再
任
】

　
鈴
　
木
　
清
　
一 

氏 

（
大
　
柳
）【
新
任
】

（
任
期
）	

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら

	

令
和
10
年
９
月
30
日
ま
で

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

監
査
委
員
審
査
意
見

【
審
査
結
果
】

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実

質
収
支
に
関
す
る
調
書
、
財
産

に
関
す
る
調
書
、
並
び
に
公
営

企
業
会
計
決
算
書
、
各
基
金
の

運
用
状
況
を
示
す
書
類
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、

計
数
に
誤
り
は
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。
各
基
金
の
管
理
に

つ
い
て
は
適
正
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
。

【
審
査
意
見
】

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て

は
、
村
税
等
の
滞
納
繰
越
額

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
不
納
欠

損
処
分
も
行
わ
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
の
で
、
今
後
も
村
財
源

の
確
保
並
び
に
税
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
積

極
的
な
収
納
対
策
に
取
り
組

み
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。　

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
関
係
事
業
費
の

増
加
が
顕
著
で
あ
る
が
、
事
業

実
施
に
伴
う
歳
入
が
見
込
ま

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
内
容
を

十
分
に
精
査
し
た
上
で
進
め
て

も
ら
い
た
い
。
住
民
生
活
の
維

持
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管

理
を
念
頭
に
、
経
常
経
費
の
削

減
を
進
め
る
と
共
に
、
既
存
事

業
や
各
種
維
持
経
費
に
つ
い

て
も
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

行
う
事
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
あ

た
り
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
を
前
提
に
中
長
期
的

な
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
健
全

な
財
政
の
維
持
確
立
を
図
ら

れ
る
よ
う
望
む
。

　

ま
た
、
財
務
処
理
の
電
算

化
に
伴
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強

化
と
財
務
規
則
に
基
づ
く
処

理
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
各

会
計
と
も
実
質
収
支
は
黒
字

決
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
単
年

度
収
支
で
み
る
と
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
直
営
診
療

施
設
勘
定
）
が
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
赤
字
解
消
に
向
け
一
般

会
計･

特
別
会
計
が
一
体
と
な

り
適
正
な
運
営
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
度
は
、
本
村
元

職
員
に
よ
る
不
祥
事
（
公
有

物
窃
取
）
が
発
生
し
、
現
在
も

全
容
解
明
へ
向
け
調
査
が
継
続

中
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
村
民
に

衝
撃
を
与
え
、
村
に
対
し
不
信

感
を
募
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
不
祥
事
に
対
し
て
、

適
切
な
対
応
と
再
発
防
止
へ
向

け
取
り
組
み
、
信
頼
回
復
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
望
む
。

　
　
監
査
委
員
　

　
　
　
　
冨
　
田
　
幸
　
市

　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
仁

鈴木　清一 氏
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歳入合計
44億9020万円

９
月
定
例
会
議

大
雨
災
害
等
の
関
連
支
出
の
増
！

■各会計の決算額
会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直営施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

44億9020万円

1億8522万円

9471万円

3353万円

3億8713万円

43億8942万円

1億8234万円

8826万円

3082万円

3億6007万円

1億78万円

288万円

645万円

271万円

2706万円

特
別
会
計

歳 入（収入） 歳 出（支出） 差し引き

※金額は表示単位未満を四捨五入しています。

令和６年度
１年間で、村民１人あたり
このように使われました

総務費
47.2万円

民生費
19.5万円

教育費
12.8万円

農林水産業費
10.3万円

災害復旧費・労働費
2.0 万円

公債費（借金）
23.6万円

土木費
14.8万円

商工費
15.2万円

議会費
2.6万円

村民１人あたり 約191.7万円  （令和７年３月末日の人口２２９０人）

※端数処理の関係で上記の合計とは一致しません。

一般会計歳入 44億9020万円

一般会計歳出 43億8942万円

目的別内訳

村税
2億2446万円
（5.0%）　　

R２

財政調整基金（貯金）の推移

R３ R４ R５

歳出合計
43億8942万円

消防費
5.8万円

地方債（借金）借入残高の推移

R６ R２ R３ R４ R５ R６

諸支出金（貯金）
23.3万円

衛生費
14.4万円

10億

20億

25億 60億

40億

20億

11億3300万円

13億5200万円

16億4400万円
18億1600万円

39億6424万円 

45億6410万円

36億3828万円
34億843万円 32億7670万円

収入未済額

会　　計　　名

簡易水道事業

下水道事業

2億4085万円

1億 695万円

1億7971万円

9107万円

342万円

764万円

1億1791万円

2242万円

3008万円

266万円

－　  　
6万円

30万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

自主財源

依
存

財
源

国・県からの
収入・借入金などの財源

35億1852万円(78.3％)

依存財源

村民の皆さん
からの税金 繰入金

2億8129万円（6.3%）

繰越金
8769万円（2.0%）

諸収入・財産収入
3億646万円（6.8%）

使用料および
負担金等

2675万円（0.6%）

寄附金
4503万円（1.0%）

地方譲与税・交付金
1億3506万円（3.0%）

県支出金
2億1285万円（4.7%）

国庫支出金
3億685万円（6.8%）

村債   
4億0007万円

（8.9%）

地方交付税
24億6369万円（54.9%）

総務費
10億8166万円

（24.6%）

諸支出金
5億3435万円
（12.2%）

民生費
4億4589万円
（10.2%）

公債費
5億4062万円
（12.3%）

商工費
3億4850万円（8.0%）

土木費
3億3862万円（7.7%）

衛生費
3億3003万円（7.5%）

教育費
2億9410万円（6.7%）

農林水産費
2億3582万円（5.4%）

消防費
1億3354万円

（3.0%）

災害復旧費4095万円（0.9%）

労働費
520万円（0.1%）

議会費6014万円（1.4%）

自主財源
村で集めた財源

9億7168万円(21.7％)

決　　算　　額

公営企業会計

20億1600万円 

令和６年度 一般会計決算
令和６年度一般会計決算は今定例会議で不認定となりましたが、

当局の提出した決算書に基づいて概要をお知らせします。
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歳入合計
44億9020万円

９
月
定
例
会
議

大
雨
災
害
等
の
関
連
支
出
の
増
！

■各会計の決算額
会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直営施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

44億9020万円

1億8522万円

9471万円

3353万円

3億8713万円

43億8942万円

1億8234万円

8826万円

3082万円

3億6007万円

1億78万円

288万円

645万円

271万円

2706万円

特
別
会
計

歳 入（収入） 歳 出（支出） 差し引き

※金額は表示単位未満を四捨五入しています。

令和６年度
１年間で、村民１人あたり
このように使われました

総務費
47.2万円

民生費
19.5万円

教育費
12.8万円

農林水産業費
10.3万円

災害復旧費・労働費
2.0 万円

公債費（借金）
23.6万円

土木費
14.8万円

商工費
15.2万円

議会費
2.6万円

村民１人あたり 約191.7万円  （令和７年３月末日の人口２２９０人）

※端数処理の関係で上記の合計とは一致しません。

一般会計歳入 44億9020万円

一般会計歳出 43億8942万円

目的別内訳

村税
2億2446万円
（5.0%）　　

R２

財政調整基金（貯金）の推移

R３ R４ R５

歳出合計
43億8942万円

消防費
5.8万円

地方債（借金）借入残高の推移

R６ R２ R３ R４ R５ R６

諸支出金（貯金）
23.3万円

衛生費
14.4万円

10億

20億

25億 60億

40億

20億

11億3300万円

13億5200万円

16億4400万円
18億1600万円

39億6424万円 

45億6410万円

36億3828万円
34億843万円 32億7670万円

収入未済額

会　　計　　名

簡易水道事業

下水道事業

2億4085万円

1億 695万円

1億7971万円

9107万円

342万円

764万円

1億1791万円

2242万円

3008万円

266万円

－　  　
6万円

30万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

自主財源

依
存

財
源

国・県からの
収入・借入金などの財源

35億1852万円(78.3％)

依存財源

村民の皆さん
からの税金 繰入金

2億8129万円（6.3%）

繰越金
8769万円（2.0%）

諸収入・財産収入
3億646万円（6.8%）

使用料および
負担金等

2675万円（0.6%）

寄附金
4503万円（1.0%）

地方譲与税・交付金
1億3506万円（3.0%）

県支出金
2億1285万円（4.7%）

国庫支出金
3億685万円（6.8%）

村債   
4億0007万円

（8.9%）

地方交付税
24億6369万円（54.9%）

総務費
10億8166万円

（24.6%）

諸支出金
5億3435万円
（12.2%）

民生費
4億4589万円
（10.2%）

公債費
5億4062万円
（12.3%）

商工費
3億4850万円（8.0%）

土木費
3億3862万円（7.7%）

衛生費
3億3003万円（7.5%）

教育費
2億9410万円（6.7%）

農林水産費
2億3582万円（5.4%）

消防費
1億3354万円

（3.0%）

災害復旧費4095万円（0.9%）

労働費
520万円（0.1%）

議会費6014万円（1.4%）

自主財源
村で集めた財源

9億7168万円(21.7％)

決　　算　　額

公営企業会計

20億1600万円 

令和６年度 一般会計決算
令和６年度一般会計決算は今定例会議で不認定となりましたが、

当局の提出した決算書に基づいて概要をお知らせします。
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令
和
６
年
度
決
算
審
査
　
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
！

決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
16
日
・
17
日
）

一 

般 
会 
計

入
湯
税
減
の
要
因
は

質
問  

令
和
４
年
度
を
頂
点
に

年
々
減
と
な
っ
て
い
る
。
要
因

の
分
析
は
。

答
弁  

栗
駒
山
荘
は
繁
忙
期
の
天

気
の
状
況
や
、
近
年
の
燃
料
費

高
騰
の
影
響
に
よ
り
旅
行
離
れ

が
進
ん
で
い
る
。
宿
泊
客
は
確

保
し
て
い
る
も
の
の
、
最
近
は

日
帰
り
客
が
非
常
に
少
な
い
傾

向
に
あ
る
。

【
総
務
費
】

不
祥
事
の
今
後
の
会
計
処
理
は

質
問  

警
察
の
調
査
な
ど
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
金
額
な

ど
確
定
し
て
か
ら
処
理
し
た
い

と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
現
在

の
考
え
は
。

答
弁  

リ
ー
ス
契
約
な
の
で
今
後

数
年
間
、
支
払
い
が
お
こ
な
わ

れ
る
事
態
に
あ
る
た
め
、
い
っ

た
ん
村
が
残
金
を
全
て
支
払
う

た
め
補
正
予
算
を
起
こ
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
い
っ
た
ん
支
払
っ
た
後
に

求
償
事
務
を
お
こ
な
っ
て
い
く

と
い
う
会
計
処
理
に
な
る
と
考

え
る
。

 質
問  

補
正
で
穴
埋
め
す
る
の
は

ど
の
款
項
目
で
ど
の
程
度
の
金

額
に
な
る
の
か
。

答
弁  

被
害
額
が
ま
だ
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
の
で
、
決
ま
っ
た

段
階
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
。
支
出
し
た
項
目
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
処
理
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
い
ず

れ
、
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
庁
内

の
調
査
委
員
会
か
ら
の
最
終
的

な
報
告
書
を
皆
様
に
示
し
て
、

ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
を

提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

活
性
化
起
業
人
事
業

質
問  

起
業
人
事
業
の
特
産
品
開

発
支
援
に
つ
い
て
、
何
か
開
発

し
た
商
品
は
あ
る
か
。
ま
た
、

申
し
出
に
よ
り
一
部
の
事
業
が

終
了
と
の
こ
と
だ
が
、
理
由
は
。

答
弁  

仙
人
米
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
販
売
戦
略
等
の
見
直
し
）

と
酒
の
製
造
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
ま
も
な
く
販
売

開
始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
村

で
様
々
な
支
援
活
動
を
行
う
際

に
、
出
来
る
だ
け
村
に
滞
在
し

て
業
務
に
深
く
関
わ
り
、
活
動

日
数
を
増
や
す
よ
う
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
現
状
の
起
業
人
の

報
酬
で
は
難
し
い
と
い
う
判
断

か
ら
、
令
和
６
年
度
で
終
了
と

な
っ
て
い
る
。

協
力
隊
の
退
任

質
問  

任
期
の
３
年
未
満
で
退
任

し
た
協
力
隊
は
何
人
い
た
か
。

ま
た
、
そ
の
理
由
は
。

答
弁  
令
和
６
年
度
は
中
途
退
任

者
が
20
名
い
た
。
退
任
の
要
因

は
様
々
で
あ
る
が
、
転
職
や
家

庭
の
事
情
、
家
族
と
の
話
し
合

い
の
上
で
決
め
た
と
い
う
理
由

が
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
挙
げ
ら

れ
る
。

 三
セ
ク
へ
の
貸
付
金

質
問  

何
年
も
前
か
ら
貸
付
さ
れ

て
い
て
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
思
う
。
返
済
能
力
は
あ

る
の
か
。
将
来
的
に
ど
う
考
え

る
か
。

答
弁  

毎
年
貸
付
け
を
し
て
そ
れ

を
返
済
さ
れ
て
い
る
の
で
、
村

の
予
算
の
中
で
は
特
に
問
題
は

な
い
と
考
え
る
。
現
在
の
観
光

動
態
を
見
る
と
劇
的
に
黒
字
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
お

お
よ
そ
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

思
う
。
い
ず
れ
公
費
負
担
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
16
日
・
17
日
）

【
民
生
費
】

敬
老
会
へ
の
出
席
率
向
上

質
問  

敬
老
会
へ
も
っ
と
出
席
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
参
加
し

や
す
い
環
境
に
す
る
よ
う
検
討

す
べ
き
で
は
。

答
弁  

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
年
々
参

加
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
。

開
催
場
所
の
再
検
討
な
ど
、
地

域
づ
く
り
協
議
会
に
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
参
加
者
を
増
や
せ

る
よ
う
努
め
た
い
。

 質
問  

会
場
は
公
共
施
設
で
も
あ

る
。
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
車
い
す
を
常
設
し
て
は
。

答
弁  

当
然
必
要
だ
と
考
え
る
。

担
当
課
と
善
処
し
た
い
。

答
弁  

あ
る
程
度
進
行
を
遅
ら
せ

る
と
い
う
効
果
は
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
実

際
は
ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
し
て
い

る
た
め
詳
細
な
分
析
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

質
問  

捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
に
お

い
て
、
奨
励
金
が
１
頭
当
た
り

１
万
円
で
あ
る
が
、
単
価
を
ア
ッ

プ
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

答
弁  

近
隣
市
町
村
の
状
況
だ
っ

た
り
、
県
内
の
状
況
を
調
査
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

【
教
育
費
】

給
食
の
材
料
費
高
騰

質
問  

物
価
高
騰
で
食
材
費
に
も

苦
慮
し
て
い
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

答
弁  

近
年
食
材
が
急
騰
し
て
お

り
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
助
成

金
や
村
の
ふ
る
さ
と
食
材
の
助

成
金
と
い
っ
た
も
の
を
活
用
し
、

必
要
な
栄
養
量
を
確
保
で
き
る

よ
う
献
立
を
作
成
し
て
い
る
。

今
後
も
食
材
費
の
高
騰
が
続
く

の
で
あ
れ
ば
、
き
ち
ん
と
単
価

等
を
見
直
し
、
工
夫
し
た
い
。

【
衛
生
費
】

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業

質
問  

こ
の
事
業
の
参
加
者
１
２

１
名
に
つ
い
て
、
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

答
弁  

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に

始
め
た
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
な

り
の
成
果
が
出
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
参
加
者
を
増

や
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

循
環
拠
点
施
設
の
経
費
は

質
問  

農
業
生
産
法
人
連
絡
協
議

会
へ
無
償
委
託
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
発
生
す
る
経
費
は

村
で
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁  

施
設
の
稼
働
で
掛
か
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
委
託
先
の
協

議
会
で
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

ナ
ラ
枯
れ
の
予
防
樹
幹
注
入

質
問  

令
和
６
年
度
で
事
業
終
了

と
の
こ
と
だ
が
、
効
果
は
あ
っ

た
の
か
。

特 

別 

会 

計

 国
保
事
業
勘
定
決
算

質
問  

高
額
医
療
費
の
主
要
項
目

と
、
医
療
費
抑
制
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
弁  

主
要
項
目
は
、
が
ん
、
筋

肉
及
び
筋
骨
部
分
、
脂
質
異
常

症
が
挙
げ
ら
れ
る
。
保
健
師
と

相
談
を
進
め
な
が
ら
、
特
定
検

診
や
が
ん
に
関
し
て
の
検
診
受

診
推
奨
等
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
住
民
全
体
に
目
が
届
く
よ

う
、
努
め
た
い
。
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話題！話題！
村の

ちょっと
いい

電
気
柵
！

効
果
は
あ
っ
た
よ
！

効
果
は
あ
っ
た
よ
！

　
野
生
動
物
の
食
害
か
ら
農
作
物
を
守
る
電
気
柵
を
購
入
し
た
方
々
に
購
入
費
の
半
額

を
助
成
す
る
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
電
気
柵
購
入
者
の
一
人
、
髙
橋
義
明
さ
ん
（
谷
地
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

電
気
柵
導
入
の
き
か
っ
け
は
？

　
「
去
年
田
ん
ぼ
に
イ
ノ
シ
シ
が
入
っ

て
稲
が
か
な
り
つ
ぶ
さ
れ
て
。
広
報
で

「
電
気
柵
助
成
」
の
記
事
を
見
て
、
さ
っ

そ
く
産
業
振
興
課
に
行
っ
て
要
綱
を
も

ら
っ
て
き
た
。」

効
果
は
？

　
「
す
ご
い
効
果
だ
よ
。
ほ
と
ん
ど
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
は
な
か
っ
た
。
で
も
ク
マ

が
入
っ
た
形
跡
が
あ
っ
た
な
。
あ
い
つ

ら
多
分（
電
気
柵
を
）ま
た
い
で
入
っ
て
、

帰
り
に
線
に
引
っ
か
か
っ
た
の
か
、
ポ

ー
ル
が
抜
け
て
い
る
所
が
あ
っ
た
。（
ヨ

リ
線
を
）
三
段
に
す
れ
ば
ク
マ
も
防
げ

る
か
も
。」

設
置
は
難
し
い
？

　
「
特
別
難
し
く
は
な
い
。
固
い
地
面
に

ポ
ー
ル
を
刺
す
時
に
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル

が
あ
る
と
い
い
な
。
あ
と
は
線
と
草
が

接
触
し
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
。」

　
近
頃
は
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
に
も
テ
ン
の
糞

が
あ
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　「
電
気
柵
は
半
額
助
成
が
あ
っ
た
し
、

被
害
が
減
っ
て
充
分
、
元
は
取
れ
た
と
思

う
」
と
笑
顔
で
語
る
髙
橋
さ
ん
で
し
た
！

　

令
和
７
年
度
は
村
内
で
も
ク
マ
の
出

没
が
生
活
圏
に
近
い
場
所
で
多
発
し
、

村
の
防
災
情
報
無
線
で
も
注
意
喚
起
さ

れ
て
お
り
、
住
民
の
安
全
に
大
き
な
懸

念
が
生
じ
て
い
る
。

　

生
活
圏
に
近
い
民
家
周
辺
で
の
出
没

目
撃
の
状
況
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
と
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　

県
に
お
い
て
も
、
今
後
に
つ
い
て
公

式
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
議
会
で
は
、
９

月
４
日
に
村
長
あ
て
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

出
没
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出
し
た
。

　

被
害
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、提
言
内
容
は
次
の
と
お
り
。

  

通
報
体
制

・
住
民
か
ら
の
通
報
体
制
の
工
夫
・
強

化
を
図
る
こ
と
。

  

児
童
生
徒
の
通
学
の
安
全
確
保   

・
全
村
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
用
が
不
可
欠

で
あ
り
可
能
な
対
応
か
ら
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

  

捕
獲
体
制
強
化
・
拡
充

・「
箱
罠
」
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
と

連
携
を
し
増
設
及
び
運
用
体
制
強
化
を

図
る
こ
と
。

・
捕
獲
活
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
監
視
カ

メ
ラ
等
）
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

  

猟
友
会
関
連

・
猟
友
会
と
の
連
携
強
化
、
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
。

・
猟
友
会
の
体
制
強
化
へ
向
け
、
予
算
・

人
員
な
ど
行
政
的
措
置
の
拡
充
を
実
施

す
る
こ
と
。

ク
マ
の
出
没
へ
の

　
　
　       

対
応
を
！

議会からの
提言

髙橋 義明髙橋 義明さんさん
（谷地）（谷地）
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村 政 を 問 う　 一 般 質 問

髙
たか

　橋
はし

　清
せい

　一
いち

  議員

改正鳥獣法対策の進捗状況は
村長　９月施行されたばかり、詳細はこれから

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
軽
減
と

ド
ッ
ク
の
範
囲
拡
大
を

村
道
の
白
線
引
き

の
時
期

村
長
　
早
期
発
見
に
繋
が
る
拡
大
を
検
討

質
問 

今
年
は
ク
マ
の
出
没
や
被

害
が
大
き
く
、
そ
の
体
制
整
備
が

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

改
正
鳥
獣
管
理
法
が
９
月
施
行
さ

れ
、
各
市
町
村
で
の
体
制
整
備
が

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
当
村
の

進
捗
状
況
は
。

村
長 

ク
マ
等
の
有
害
鳥
獣
対
策

は
人
身
、
農
作
物
等
へ
の
被
害
防

止
の
た
め
猟
友
会
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
運
用

に
つ
い
て
は
改
正
鳥
獣
保
護
管
理

法
が
９
月
に
施
行
さ
れ
た
ば
か
り

で
、
自
治
体
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
が
開
催
予
定
。
緊
急
銃
猟

に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
会
メ
ン

バ
ー
で
情
報
共
有
し
な
が
ら
連
携

強
化
・
対
策
実
施
を
検
討
。

質
問 

ク
マ
等
の
対
策
に
中
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
上
部
の
刈
払
い
を
。

ま
た
、
通
学
路
の
刈
払
い
や
獣
対

策
の
檻
の
基
数
の
増
加
要
望
を

し
、
安
全
安
心
の
確
保
を
。

村
長 

県
の
安
全
安
心
な
森
整
備

事
業
や
緩
衝
帯
等
整
備
事
業
を
使

い
手
続
き
を
進
め
て
行
く
。
檻
の

設
置
は
要
望
す
る
。
刈
払
い
の
回

数
等
は
適
宜
状
況
判
断
し
な
が
ら

進
め
て
行
く
。

質
問 

村
で
実
施
の
が
ん
検
診
自

己
負
担
軽
減
を
。
ま
た
人
間
ド
ッ

ク
の
対
象
者
の
範
囲
拡
大
で
「
が

ん
検
診
受
診
率
日
本
一
の
村
」
を

目
指
す
対
策
を
。

村
長 

本
村
は
、
県
内
で
の
が
ん

検
診
の
自
己
負
担
率
は
平
均
よ
り

や
や
低
い
状
況
だ
が
受
診
率
は
高

い
。
健
康
づ
く
り
は
基
本
的
な
政

策
の
一
つ
で
、
新
た
な
取
り
組
み

に
対
し
て
私
も
賛
成
で
様
々
な
政

策
を
打
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

人
間
ド
ッ
ク
の
一
部
助
成
は
生
活

習
慣
病
の
対
策
も
兼
ね
て
お
り
早

期
発
見
に
繋
が
る
こ
と
な
の
で
、

ど
ん
ど
ん
拡
大
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問 

村
道
の
白
線
引
き
の
時
期

が
遅
く
、
も
っ
と
早
く
実
施
で
き

な
い
か
。

村
長 

技
術
的
に
可
能
な
部
分
を

検
討
し
、
お
盆
前
に
は
終
わ
る
よ

う
に
作
業
を
進
め
た
い
。

国道 397 号線で撮影国道 397 号線で撮影
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伊
い

勢
せ

谷
や

　勝
かつ

　美
み

  議員

定住新築経費の１割支援を
村長　次期総合計画に盛り込みたい

防
災
減
災
対
策
は

骨
髄
移
植
支
援
は

一 般 質 問

質
問 

北
海
道
赤
井
川
村
で
は
最

大
３
０
０
万
円
の
補
助
金
制
度
を

導
入
し
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代

の
移
住
促
進
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
本
村
で
も
村
内
に
新
築
住

宅
を
建
て
る
方
に
建
築
費
の
１
割

を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
て

は
ど
う
か
。
特
に
下
田
地
区
の
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
住
民
か
ら

支
援
を
望
む
声
が
あ
っ
た
。
財
源

や
対
象
条
件
を
明
確
に
す
れ
ば

持
続
可
能
な
制
度
設
計
が
可
能
。

２
０
２
６
年
３
月
で
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
も
終
了
す
る
た
め
、

今
こ
そ
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
。

村
長 

若
年
層
だ
け
で
な
く
、
村

内
在
住
者
の
転
出
傾
向
を
踏
ま

え
、
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
住
宅

政
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
赤

井
川
村
の
制
度
も
参
考
に
し
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
総
合
的
な

住
宅
政
策
を
次
期
総
合
計
画
に
関

連
付
け
て
提
案
さ
せ
て
ほ
し
い
。

質
問 

赤
井
川
村
の
３
０
０
万
円

は
、
あ
く
ま
で
そ
こ
で
定
住
し
新

築
を
す
る
際
の
「
呼
び
水
」
だ
と

質
問 

防
災
士
を
毎
年
2
名
育
成

し
て
い
る
が
、
個
人
活
動
に
留
ま

っ
て
い
る
。
地
域
全
体
の
防
災
力

向
上
の
た
め
、
防
災
士
の
組
織
化

と
役
場
と
の
連
携
が
必
要
。
役
場

に
防
災
士
の
活
動
を
統
括
・
調
整

す
る
職
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長 
防
災
士
は
自
助
・
共
助
・

協
働
の
理
念
に
基
づ
き
、
防
災
リ

質
問 

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
利
用

実
績
、
助
成
制
度
の
導
入
、
自
営

業
者
へ
の
支
援
、
再
接
種
費
用
の

補
助
に
つ
い
て
村
の
考
え
を
伺

う
。

村
長 

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
利
用

実
績
は
な
く
、
周
知
も
未
実
施
。

今
後
は
広
報
等
で
普
及
啓
発
を
図

る
。
助
成
制
度
導
入
に
支
障
は
な

く
、
財
政
的
に
も
問
題
な
い
。
再

接
種
費
用
支
援
も
同
様
に
前
向
き

に
検
討
す
る
。

ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
・
職
場
の
人

材
育
成
や
行
政
を
補
完
す
る
活
動

が
基
本
。
役
場
の
防
災
担
当
の
も

と
、
地
域
防
災
の
一
員
と
し
て
平

時
か
ら
啓
発
活
動
、
情
報
共
有
を

し
な
が
ら
、
災
害
時
に
は
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
な
組
織
体

制
、
連
携
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

認
識
し
て
い
る
。
村
で
た
く
さ
ん

の
新
築
を
受
け
持
つ
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
ぜ

ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

村
長 

私
も
１
０
０
軒
、
２
０
０

軒
と
い
う
数
字
に
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
転
出
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
う
し
、
定
住

し
た
い
が
建
て
る
場
所
が
な
い
と

い
う
話
も
あ
る
の
で
、（
提
案
さ

れ
た
方
向
で
）
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
る
。



ひがしなるせ議会だより/令和７年10月号 11

杉
すぎ

　山
やま

　　　彰
あきら

  議員

地熱開発に対する村の考えは
村長　中立の立場で静観

村 政 を 問 う

質
問 

（
株
）
大
林
組
の
地
熱
開
発

に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
村
内
諸
団
体
を
巻
き
込
ん
で

協
議
会
を
作
り
、
２
年
以
内
に
掘

削
調
査
を
目
指
す
と
し
て
い
る

が
、
村
の
考
え
は
。
村
長
答
弁
の

「
景
観
を
損
ね
な
い
」
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
基
準
か
。
ま
た

掘
削
調
査
基
地
の
建
設
に
対
す
る

村
の
考
え
は
。

村
長 
過
去
の
答
弁
と
変
わ
ら
ず
、

中
立
の
立
場
で
進
捗
を
静
観
し
て

い
る
状
況
だ
。「
景
観
を
損
ね
な

い
」
と
は
、
例
え
ば
栗
駒
山
荘
の

直
下
や
露
天
風
呂
か
ら
の
眺
望
は

守
る
べ
き
と
い
う
こ
と
。
人
工
造

林
地
で
人
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ

な
ら
問
題
は
な
い
。
掘
削
調
査
基

地
の
場
所
が
適
当
な
場
所
で
あ
る

か
村
が
判
断
し
賛
否
を
示
す
。

質
問 

こ
こ
で
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

ら
な
い
と
ど
ん
ど
ん
大
林
組
ペ
ー

ス
で
事
が
進
む
。
大
林
組
側
の
事

務
局
を
村
の
公
的
性
格
の
あ
る

「
な
る
テ
ッ
ク
」
が
担
当
し
て
い

る
時
点
で
、
村
の
「
お
墨
付
き
」

の
事
案
の
よ
う
で
不
信
感
を
持
っ

た
。
こ
の
事
業
で
の
村
へ
の
メ
リ

ッ
ト
は
成
瀬
ダ
ム
の
よ
う
に
は
大

き
く
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
や
リ
ス

ク
は
水
蒸
気
の
有
毒
性
、
騒
音
、

温
泉
へ
の
影
響
、
そ
し
て
何
よ
り

景
観
の
問
題
が
あ
る
。
人
為
的
な

水
蒸
気
の
噴
出
が
絶
え
ず
あ
り
露

天
風
呂
か
ら
も
見
え
る
。
成
瀬
ダ

ム
の
場
所
程
度
ま
で
下
が
ら
な
け

れ
ば
無
理
で
は
な
い
か
。

村
長 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も

あ
る
し
、
今
は
判
断
す
る
材
料
が

な
い
。「
な
る
テ
ッ
ク
」
の
話
は

初
め
て
聞
い
た
。
景
観
問
題
に
つ

い
て
は
熱
源
の
位
置
な
ど
確
定
し

た
時
点
で
判
断
し
た
い
。
大
林
組

も
イ
ワ
カ
ガ
ミ
湿
原
や
野
鳥
の
森

で
は
や
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る

し
、
私
も
そ
こ
な
ら
無
理
だ
と
話

し
て
い
る
。

質
問 

判
断
材
料
な
ら
大
林
組
の

資
料
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
村

全
体
が
協
力
し
た
形
で
「
優
良
事

例
」
へ
と
進
ん
で
し
ま
う
。「
イ

ワ
カ
ガ
ミ
湿
原
等
で
は
や
ら
な

い
」
と
は
い
つ
の
発
言
か
。
資
料

で
は
そ
こ
も
調
査
ポ
イ
ン
ト
に
入

っ
て
い
る
。
現
地
の
自
然
を
愛
す

る
人
た
ち
を
失
望
さ
せ
な
い
良
い

判
断
を
し
て
ほ
し
い
。

村
長 

村
内
に
は
国
策
に
協
力
し

よ
う
と
い
う
意
見
も
あ
る
は
ず
な

の
で
、
私
は
中
立
の
立
場
で
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ど
こ

に
建
設
す
る
か
が
示
さ
れ
て
初
め

て
判
断
で
き
る
。
も
し
住
民
の
代

表
で
あ
る
議
会
が
明
確
に
反
対
す

る
の
で
あ
れ
ば
私
も
賛
成
で
き
な

い
。
大
林
組
の
発
言
は
、
時
期
は

分
か
ら
な
い
が
、
内
部
の
打
ち
合

わ
せ
の
中
で
話
が
あ
っ
た
と
思

う
。

質
問 

調
査
の
段
階
か
ら
現
地
の

掘
削
が
行
わ
れ
る
。
許
可
し
て
よ

い
の
か
。

村
長 

そ
の
場
所
自
体
が
ど
こ
か

不
明
で
答
弁
し
よ
う
が
な
い
。

野鳥の森野鳥の森
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「むらバス」の粘り強い取り組み（北海道赤井川村）
　　総務教育民生常任委員会 

  

赤
井
川
村
の
概
要　
　
　

　

赤
井
川
村
は
、
人
口
わ
ず
か

１
２
０
０
人
あ
ま
り
の
小
さ
な

村
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
と
移

住
を
軸
に
豊
か
な
地
域
社
会
を

築
い
て
き
た
自
治
体
で
も
あ
る
。

強
い
観
光
資
源
を
有
し
な
が
ら
、

単
な
る
外
貨
獲
得
で
は
な
く
、

「
暮
ら
し
の
基
盤
を
支
え
る
観

光
」
を
実
現
し
て
い
る
。

  

赤
井
川
村
の
取
り
組
み　

  

外
国
人
の
急
増
か
ら
村
の
人

口
も
増
え
て
お
り
、
ご
み
袋
へ

の
多
言
語
表
記
な
ど
生
活
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
も
外
国
人
を
地

域
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る

姿
勢
が
見
て
と
れ
た
。

  

ま
た
、
農
業
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入

れ
を
条
例
化
し
、
農
業
者
の
約

３
分
の
１
が
新
規
参
入
者
と
な

っ
て
い
た
。

  

耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
も
積

極
的
で
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

3
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
、

８
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
土
地
を

原
状
回
復
さ
せ
て
い
た
。

  

移
住
者
に
対
し
て
は
、
住
宅

建
設
資
金
と
し
て
３
０
０
万
円

の
補
助
を
行
な
っ
て
お
り
、「
移

住
し
て
３
０
０
万
円
も
ら
っ
て

家
を
建
て
よ
う
！
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
こ
れ
ま
で
に

13
戸
の
新
築
住
宅
と
、
30
戸
の

共
同
住
宅
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

  

し
か
し
、
こ
の
金
額
の
魅
力

で
定
住
者
を
呼
び
込
む
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
支
援
で
あ
り
、

一
番
重
要
な
の
は
「
こ
こ
に
住

み
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
村
に

す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
確
か
に
、
住
み
た
い
と

思
わ
な
い
と
こ
ろ
に
家
は
建
て

な
い
だ
ろ
う
。

  

ま
た
、
２
０
２
２
年
に
運
行

を
開
始
し
た
「
む
ら
バ
ス
」
は
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
単
な
る

交
通
手
段
で
は
な
く
、
地
域
の

足
を
支
え
る
公
共
の
仕
組
み
で

あ
っ
た
。

  

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
り
バ
ス
を
購
入
し
、
住
民
の

声
を
も
と
に
路
線
や
時
刻
を
何

度
も
見
直
し
し
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。

  

現
在
で
は
バ
ス
の
大
型
化
も

実
現
し
、
冬
場
の
利
用
者
数
は

月
平
均
４
０
０
０
人
を
超
え
て

い
た
。
こ
の
事
業
を
担
当
し
た

方
の
粘
り
強
い
姿
勢
が
成
功
の

鍵
だ
と
思
っ
た
。

  

当
村
で
は
、
地
域
公
共
交
通

体
系
の
協
議
会
を
発
足
し
、
検

討
し
て
い
る
段
階
な
の
で
、
参

考
に
で
き
る
部
分
が
多
数
あ
る

の
で
は
と
感
じ
た
。

聞いて!
事例を見て

、先進地 レポート管外視察 　７月９～ 11 日の日程で、常任委員

会の管外行政視察研修として北海道

のニセコ町と赤井川村を訪問し視察

研修しました。

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と

　

観
光
を
経
済
の
一
部
と
し
て

で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
一
部

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
姿
勢

が
あ
っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
は

行
政
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
関
わ
り
と
理

解
、
そ
し
て
社
会
と
し
て
の
成

熟
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
に
お
い
て
も
、

住
民
・
観
光
客
・
行
政
が
信
頼

を
軸
に
結
び
付
き
、
持
続
可
能

な
観
光
と
暮
ら
し
の
循
環
を
築

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
赤
井

川
村
の
実
践
は
、
そ
の
可
能
性

を
示
す
貴
重
な
手
本
で
あ
っ
た
。

赤井川村議会議長のお話赤井川村議会議長のお話

道の駅  あかいがわ道の駅  あかいがわ
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観光が住民生活をうるおす（北海道ニセコ町）
産業建設常任委員会 

聞いて!
事例を見て

、先進地 レポート管外視察
  

ニ
セ
コ
町
の
概
要　
　
　

　

ニ
セ
コ
町
は
、
人
口
約
５
５
０
０

人
の
う
ち
約
１
０
０
０
人
が
外
国

人
で
、
観
光
客
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
活
者
と
し
て
地
域
に
定
着
し
て

い
る
。
人
口
減
少
が
抑
え
ら
れ
、

税
収
も
増
加
し
、
そ
の
財
源
は
町

民
の
生
活
や
未
来
へ
の
投
資
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
住
民
参
加
に
よ
る

条
例
や
景
観
の
ル
ー
ル
が
観
光

を
支
え
、
国
際
的
に
も
持
続
可

能
な
観
光
地
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

  

ニ
セ
コ
町
の
取
り
組
み　

　

ニ
セ
コ
町
の
観
光
や
開
発

は
、
理
念
に
基
づ
く
ル
ー
ル

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

２
０
０
４
年
に
住
民
参
加
で

制
定
さ
れ
た
景
観
条
例
を
は
じ

め
、「
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
で
は
、「
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、
行
動

す
る
」
こ
と
を
自
治
の
根
幹
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

　

環
境
と
景
観
を
第
一
に
、
農

業
と
観
光
を
第
二
に
、
そ
し
て

そ
の
上
に
暮
ら
し
が
成
り
立
つ

と
い
う
考
え
方
が
全
体
を
貫
い

て
お
り
、
こ
れ
は
今
後
の
東
成

瀬
村
に
と
っ
て
も
羅
針
盤
と
な

り
得
る
思
想
で
あ
る
。

　

ニ
セ
コ
町
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
宣
言
、
気
候
非
常
事
態
宣
言
、

再
エ
ネ
条
例
、
自
転
車
条
例
な

ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

次
々
と
打
ち
出
し
、
国
際
的
な

持
続
可
能
な
観
光
地
（
グ
リ
ー

ン
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

宿
泊
税
の
使
途
は
町
民
が
決

定
し
、
地
域
内
交
通
や
景
観
保

全
、
地
球
環
境
負
荷
の
低
減
、

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
支
援
な
ど
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
観
光
カ
フ
ェ
」
な

ど
、
地
域
内
で
の
情
報
共
有
や

住
民
と
観
光
事
業
者
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
場
も
整
備
さ
れ
て

い
る
。

　

ス
キ
ー
場
の
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
利
用
に
関
し
て
も
、
自
然

の
自
由
利
用
と
安
全
確
保
の
バ

ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
た
。

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と

　

東
成
瀬
村
は
立
地
条
件
が
異

な
る
た
め
単
純
な
比
較
は
で
き

な
い
が
、
観
光
資
源
の
潜
在
力

に
は
一
定
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
る
。
観
光
を
単
な
る
集
客

手
段
で
は
な
く
、
暮
ら
し
を
支

え
る
営
み
と
し
て
、
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
業
者
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
が
将
来
像
を
共

有
し
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
対

話
を
重
ね
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

  

観
光
を
支
え
る
人
、
暮
ら
す

人
、
訪
れ
る
人
が
信
頼
で
結
ば

れ
、
同
じ
方
向
を
見
据
え
る
こ

と
こ
そ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
繋
が
る
と
学
ん
だ
。

ニセコアンヌプリ国際スキー場ニセコアンヌプリ国際スキー場

副町長からのお話副町長からのお話

道の駅  真狩ドッグラン道の駅  真狩ドッグラン
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村民の課題解決につながる予算か
厳しくチェック!

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

                           

（
第
４
号
）

定
額
減
税
補
足
給
付
金

質
問 

予
定
人
数
と
総
額
は
。

答
弁 

現
在
は
94
名
へ
１
６
８
万

円
の
給
付
状
況
で
あ
る
。
今
回

の
補
正
で
は
１
３
６
万
円
の
追

加
で
、
全
体
で
１
９
０
名
を
想

定
し
て
い
る
。

農
業
用
水
渇
水
対
策
支
援
事
業

質
問 

こ
の
助
成
事
業
は
ど
の

程
度
の
規
模
に
対
す
る
助
成
か
。

答
弁 

今
回
の
助
成
内
容
に
つ

い
て
は
、
ポ
ン
プ
の
水
揚
げ
に

係
る
電
気
料
等
に
対
す
る
助
成

と
な
っ
て
い
る
。
例
年
と
今
年

で
の
差
額
で
掛
か
り
増
し
と
な

っ
た
分
に
対
し
て
算
定
し
、
申

請
し
て
い
た
だ
く
予
定
。

質
問 

補
助
金
の
対
象
期
間
に

つ
い
て
は
７
月
以
降
、
申
込
み

や
渇
水
に
対
す
る
相
談
な
ど
は

10
月
末
ま
で
と
の
こ
と
だ
が
。

答
弁 

対
象
期
間
に
つ
い
て
は

渇
水
状
況
が
始
ま
っ
た
７
月
か

予
算
特
別
委
員
会
（
９
月
12
日
）

ら
８
月
を
想
定
し
て
い
る
。
８

月
中
旬
以
降
に
降
雨
が
あ
る
の

で
、
申
込
み
期
限
と
相
談
等
に

関
し
て
は
10
月
末
ま
で
と
し
た
。

質
問 
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
の
購

入
に
対
し
て
の
助
成
の
考
え
は
。

答
弁 

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
水
で
困
っ
て
い
る
方
に

関
し
て
は
担
当
課
へ
ご
相
談
い

た
だ
き
、
村
で
ポ
ン
プ
や
発
電

機
の
設
置
を
し
て
対
応
し
て
き

た
。

空
き
家
の
軒
数
は

質
問 

空
き
家
の
解
体
事
業
に

対
す
る
補
助
金
が
追
加
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
村
内
に
空
き

家
は
何
軒
あ
る
か
。

答
弁 

現
段
階
で
は
78
軒
の
空

き
家
が
あ
り
、
そ
の
内
、
危
険

な
も
の
は
９
軒
あ
る
。

質
問 

空
き
家
に
関
し
て
固
定

資
産
税
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁 

被
相
続
人
の
方
を
設
定

し
て
い
た
だ
き
、
そ
ち
ら
に
納

付
書
を
発
送
し
、
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

電
子
黒
板
は
足
り
て
い
る
の
か

質
問 

今
回
の
補
正
予
算
で
追

加
で
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
小
中
学
校
に
あ

る
電
子
黒
板
は
何
台
か
。
数
は

足
り
て
い
る
の
か
。

答
弁 

今
回
で
合
計
６
台
の
電

子
黒
板
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
の
で
、
各
学
年
で
１
台
ず

つ
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
中
学
校
で
も
３
台
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ク
ラ
ス

内
で
同
時
に
２
カ
所
で
授
業
す

る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
の

で
、
現
在
は
こ
れ
で
足
り
る
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
特
別
教
室
に
関
し
て

も
学
校
と
協
議
し
な
が
ら
計
画

し
て
い
き
た
い
。

散
水
車
の
借
上
げ

質
問 

栗
駒
山
荘
の
水
不
足
に

対
し
て
散
水
車
を
借
上
げ
た
よ

う
だ
が
、
取
水
は
ど
こ
か
ら
か
。

答
弁 

取
水
は
大
柳
地
区
の
消

火
栓
と
な
っ
て
い
る
。

小貫山堰取水口（流入経路の整備）小貫山堰取水口（流入経路の整備）
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予
算
特
別
委
員
会
（
９
月
13
日
）

会議はどなたでも傍聴できます。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ下さい。
次回定例会は12月上旬開会の予定！

傍聴しませんか？傍聴しませんか？

　

９
月
16
日
、
新
し
く
着
任

さ
れ
た
６
名
の
内
、
４
名
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
東
成
瀬
テ
ッ

ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社
で
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
着
任
の
６
名
を
合
わ

せ
る
と
、
９
月
１
日
現
在
で

村
の
協
力
隊
員
は
雇
用
隊
員

４
名
、
民
間
連
携
隊
員
48
名

の
合
わ
せ
て
52
名
と
な
り
ま

す
。

地域おこし協力隊  着任！

９月定例会議議決事項一覧
令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比
率の報告について

秋田栗駒リゾート株式会社の経営状況を説明する書類の
提出について

令和６年度一般会計継続費精算報告書について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

議会議員及び村長の選挙における選挙運動の公営に関す
る条例の一部を改正する条例について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例について

令和７年度一般会計補正予算（第４号）

令和７年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第１号）

令和７年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）
補正予算（第２号）

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和６年度一般会計歳入歳出決算認定について

令和６年度国民健康保険特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算認定について

令和６年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）
歳入歳出決算認定について

令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和６年度簡易水道事業会計決算認定について

令和６年度下水道事業会計決算認定について

議員の派遣について

令和７年度一般会計補正予算（第４号）の主なもの
歳　入

○村税

　個人民税増 1494 万円

　固定資産税増 1594 万円

○地方交付税

　普通交付税増 2438 万円

○国庫支出金

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金増 140 万円

○県支出金

　地方公共交通再構築促進事業費補助金 250 万円

○繰越金

　前年度繰越金増 6214 万円

○村債

　過疎対策事業債減 ▲ 200 万円

　緊急防災・減災事業債増 200 万円

歳　出

○総務費

　テレビ受信料追加

　（カーナビ設置公用車12 台ＮＨＫ受信料） 105 万円

　価格高騰緊急支援給付金事業追加 140 万円

　村税過年度還付金 207 万円

○民生費

　障害者自立支援給付費国庫負担金返還金 488 万円

　子どものための教育・保育給付費返還金 371 万円

○衛生費

　国保（直診）特別会計操出金減 ▲ 245 万円

○農林水産業費

　修繕料追加（平良取水口・五里台水路） 121 万円

　渇水対策事業 44 万円

　本工事費（日影地区農業用水路） 150 万円

○商工費

　渇水対策事業（散水車借上料） 51 万円

○消防費

　消防施設管理協力委託金（雪下ろし作業） 100 万円

　危険空き家解体事業補助金追加（２件分） 100 万円

○教育費

　日本語学習支援員配置事業減 ▲ 262 万円

　教材備品追加（小学校電子黒板２台等） 103 万円

○諸支出金

　財政調整基金積立金追加 7200 万円

　公共施設等総合管理基金積立金追加 2000 万円

○予備費

　予備費追加 1166 万円
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県
内
町
村
議
会
議
員
を
対
象
に
議
会
広

報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
議
会
か
ら
は

広
報
対
策
特
別
委
員
含
む
全
議
員
が
参
加

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

芳
野
政
明
氏
に
よ
る
広
報
研
修
会

で
、
当
村
の
議
会
だ
よ
り
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
、
読
み
手
に
伝

わ
る
議
会
広
報
と

な
る
た
め
の
改
善

点
を
確
認
し
た
。

　

県
内
町
村
議
会
議
員
を
対
象
に
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
議
会
か
ら
は
全
議

員
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
、
長
野
県
飯
綱
町
元
議
長
で

あ
る
寺
島
渉
氏
に
よ
る
「
議
員
の
な
り
手

不
足
対
策
と
議
会
改
革
の
推
進
」

と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
角

谷
浩
一
氏
に
よ
る
「
夏

の
参
議
院
議
員
選

挙
の
行
方
」
に
つ

い
て
の
講
演
会

で
あ
っ
た
。

　

職
員
に
よ
る

公
有
物
窃
取
事

件
調
査
特
別
委

員
会
が
６
月
に
設

置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

４
回
会
議
を
開
催
し
て

き
た
。
そ
の
中
で
４
名
の
参
考

人
か
ら
も
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
調
査
が
終
了
し

て
い
な
い
事
か
ら
、
状
況
に
応
じ
て
報
告

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し

て
総
合
的
調
査
活
動
を
続
け
、
村
政
の
信

頼
回
復
に
向
け
て
全
力
を
傾
け
て
い
く
。

　

当
村
を
会
場
に
、

郡
市
の
市
町
村
（
湯

沢
市
・
羽
後
町
・
東
成

瀬
村
）
の
議
会
議
員
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深
め
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た
後
は
東

成
瀬
村
長
、
湯
沢
市
副
市
長
、
羽
後
町
副
町
長

を
お
招
き
し
、
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
。
お
互

い
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

情
報
交
換
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
議
員
交
流
！

７月18日７月18日

町村議会
議員研修会

町村議会
広報研修会

調査特別
委員会

湯沢雄勝
議員交流会

９月12日９月12日

７月18日８月20日

読
み
や
す
い
議
会
広
報
と
は
？

こ
の
学
び
を
糧
に
！

不
祥
事
つ
い
て
、
参
考
人
を
招
集
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議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
秋

田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人
が

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
及
び
ス
キ
ー
場
等

の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
経
営
状

況
等
を
分
析
す
る
）
業
務
を
行
っ

て
い
る
が
、
秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト

株
式
会
社
に
お
け
る
改
善

施
策
検
討
に
つ
い
て

も
、
報
告
を
受
け

た
。

　

栗
駒
山
荘
で

発
生
し
た
「
食
中

毒
の
疑
い
」
に
つ
い

て
、
８
月
26
日
に
、
そ

の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
体
調
不
良
で
入

院
し
た
方
は
い
る
か
、
飲
料
水
は

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
か
、

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
の
営
業
に
つ
い
て

等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
営
業
再
開
さ
れ
た
後
の

９
月
30
日
に
も
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
状
況
説
明
を
受
け
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想

案
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

　

総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
す
る
最
上
位
の
計
画
で
、

議
会
も
大
変
重
要
視
し
て
い
る
。

　

今
回
説
明
を
受
け
た
基
本
構
想

案
は
、
村
の
将
来
像
や
基
本
目
標

と
い
っ
た
方
向
性
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
夏
の
渇

水
被
害
に
対
す
る

対
応
状
況
に
つ
い

て
、
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

　

特
に
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
村
で
は
渇

水
対
策
部
を
設
置
し
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
栗
駒
山
荘
の
雑
用
水
が

不
足
し
、
散
水
車
を
借
上
げ
て
運

搬
し
た
と
説
明
を
受
け
た
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
は
？

総
合
計
画
の
素
案
は
…

栗
駒
山
荘
で
食
中
毒

渇
水
被
害
は
…

ざ
ん
じ

き
ゆ
う
け
い

８月21日８月21日

議会全員
協議会

８月26日８月26日
９月30日９月30日

９月10日８月29日

▼
26
年
前
の
10
月
に
私
は
妻
と
共
に

埼
玉
県
か
ら
こ
の
村
に
移
住
し
た
。
当

時
こ
う
し
た
Ｉ
タ
ー
ン
は
珍
し
く
、
突

然
や
っ
て
き
た
「
よ
そ
者
」
を
受
け
入

れ
て
く
れ
た
村
の
皆
さ
ん
の
度
量
に

は
感
謝
の
念
し
か
な
い
。

　
そ
の
後
、
義
母
と
義
妹
、
友
人
の

幾
人
か
も
村
に
移
住
す
る
と
い
う
嬉

し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。

　
村
の
人
た
ち
は
総
じ
て
勤
勉
で
、

生
き
る
た
め
の
高
い
技
術
を
持
ち
、
協

力
し
合
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
の
で
、
こ

う
し
た
異
質
の
世
界
か
ら
来
た
新
参

者
の
「
闖ち

ん

入に
ゅ
う

」
は
、
正
直
や
っ
か
い
で

足
手
ま
と
い
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

　
今
、
日
本
に
来
る
外
国
人
に
「
マ

ナ
ー
が
悪
い
」
な
ど
厳
し
い
目
を
向
け

る
風
潮
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
狭
い
価

値
観
や
国
粋
主
義
に
し
ば
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
い
と
思
う
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
た
ち
の
力
が
な

け
れ
ば
ダ
ム
も
造
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

皆
が
知
っ
て
い
る
。

　
私
た
ち
に
は
新
し
い
活
力
が
必
要

で
あ
り
、そ
れ
を
得
る
た
め
に
は
、様
々

な
考
え
方
や
文
化
を
受
け
入
れ
る
度

量
を
も
つ
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
の
だ
と

思
う
。
　
　  

（
委
員
長
・
杉
山
　
彰
）
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夢に向かって羽ばたけ!

高校生にインタビュー！

平良 優姫さん（ ）

増田高校３年生
趣味：ドラマ
　映画を観ること
　音楽を聴くこと、ゲーム

たいら        ゆうひ

あなたにとって、東成瀬村といえば？
　東成瀬村は、お米がおいしいです。おかげで大好物になりました。
　人が温かくて、近所の人たちも見守ってくれているので、安心して過ごせています。

将来、どんな仕事を目指していますか？どんな大人になりたいですか？
　将来は、美容系の仕事に就き、たくさんの人を笑顔にしたいです。周りから憧れ
られるような、内面もかっこいい大人になりたいです。

友だち・家族へメッセージを！
家族へ・・・ いつもありがとう！！これからもお世話になります。 
友達へ・・・  それぞれの進路に向かって頑張ろうね！
 成人式でみんなに会えるの楽しみにしてるよ(^_^)

　19

9/7 岩井川神社観音堂造立300年祭
　　　　　　　　（髙橋登志明委員撮影）

夢に向かって羽ばたけ!

大柳地区

佐藤　勝也さん
さとう　　かつや

横浜市から移住。
近所の農作業、草刈り、薪割り、伐倒等を手
伝ってくれる重宝な人との定評があります。
交通指導隊や消防団活動でも活躍。

 


